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みんなでつくろう緑の江古田 

江古田のみどころを紹介します。わがまち江古田をもっと知って頂き、まち歩きをお楽しみ下さい。 
●名所 ●珍しい所 

➊江原の地蔵様（江原町 3-26-5） 

 寛政 9年(1797 年)に疫病が流行し、疫病退散の
祈願に建てられたと伝えられている。 
 

➋江原屋敷森緑地（江原町 3-32） 
人家を厳しい自然から守 

ってきた屋敷森部分を残し 
ながら、誰もが利用できる 
緑地として、四季の変化を 
楽しめるように整備されて 
いる。 
 
➌江原観音堂・江古田不動尊（江原町 3-12） 

 江原観音堂は、江古田原観音堂ともよばれる。江
戸時代には、東福寺の寮であったこともある。 
 江古田不動尊は、江原観音堂の横にある。成田山
不動尊写の石造り不動明王を安置する。寺山出土の
板碑も保存されている。 
 

➊橋の欄干の跡（江原町 1-46-12） 

           江原小歩道橋の下に残る水路
だった橋の欄干の跡。千川上水
から導水する水路は江古田分水
と呼ばれ、江古田川に合流して
いる。現在は暗渠（あんきょ）
になっている。 

 
 
➋ダブルポスト（江原町 1-13-15） 

 郵便物の投函が多くなり２本の 
ポストを設置。どちらも集配され 
ている。 
 
➌森の番人「フクロウの木」 
（アオギリ）（江古田の森公園内） 
 
➍スカイツリーの見える坂道 

■「えごた」と「えこだ」 
江古田は、古くから「えごた」と呼ばれてきました。 

大正 11 年に開設された西武鉄道池袋線の「江古田駅」(練馬区旭丘)
は「えこだ」と表記されてますが、大江戸線の「新江古田駅」の読み
方は、中野区の周辺地名である江古田「えごた」に従ったものです。 
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➍江古田の森公園（江古田 3-14） 

旧北江古田公園が区域と名称を変更し、平成 19 年
4 月 1 日開園した公園である。旧国立療養所中野病院
跡地の豊かな既存樹林を生かし、保健福祉施設とも調
和した中野区北部の防災公園である。 
また当地は、1912 年、日本からアメリカに贈った桜
（ワシントン・ポトマック河畔）の返礼として届けられ
たアメリカハナミズキがこの地にかつてあった「野方
苗圃」に植えられ、苗木として育成し、当時の街路樹と
して植栽されたという歴史の地である。 
 
➎須賀稲荷神社（江原町 1-44） 

悪病流行のとき、牛頭天王（ごずてんのう）を祀り、
原の天王様とよばれてきた。 

 

➏江古田氷川神社（江古田 3-13） 

寛正元年(1460年)素戔嗚尊（すさのおのみこと）を
祀ったと伝えられている。太田道灌が石神井、練馬を攻
めるときに戦勝を祈念したといわれている。昭和 7年、
本殿新築、旧本殿は舞殿となる。昭和 56年類焼により
芽葺きが銅葺きになり、中に天井画が描かれた。大正 2
年から獅子舞の舞台を造り、ここで舞うようになった。 

 

 

 

➐東福寺（江古田 3-9-15） 

 鎌倉時代初期の頃、堂宇が建てられたが火災にあう。
承応 4 年(1655 年)に本堂が再建され、記念に植えた
イチョウは今でも伸び続けている。鷹狩りの御膳所に
指定されていたので、「徳川将軍御膳所跡」の碑が建て
られている。 
 

➑経塚地蔵（江古田 2-14-7） 

 昔は、古塚、お経塚、御教塚等ともよばれていた。隣
には馬頭観音像がある。この場所は本村の東福寺が火
災にあったとき、その灰を埋めた所とか、豊島塚の一つ
であるとかの諸説がある。 
 
➒江古田植物化石層発見の地（江古田 1-43） 

 昭和 11 年、江古田川と妙正寺川流域の橋の工事の
際、早稲田大学の直良信夫博士が発見
した世界的に有名な土層である。日本
に氷河期があった事を証明する貴重
な資源である。 

 
➓垢離取不動尊（江古田 1-28） 

 現在は、不動橋の横にあるが、昔は大橋の横にあった
という。昭和 38年再建。不動尊に参拝し、五穀豊穣家
内安全を祈るために江古田川で身を清める「水垢離（み
ずこり）」の行事を行っていた。他に大山、三峰、御嶽、
富士等の講にでかける人が「みそぎ」をしたといわれて
いる。 
 

⓫蓮華寺（江古田 1-6-4） 

建立は元文 5 年(1740 年)。境内には、東洋大学・
哲学堂の創設者である井上円了博士の墓もある。井桁
の上に円形の石を置いた墓石で、横に孔子の廟から円
了博士が種を持ち帰り、育てたというビャクシンの樹
がある。 

 
➎江古田湯（江古田 3-5-12） 

江古田で唯一の銭湯。40年以上 
営業している癒しの湯である。 
 
⓬野方配水塔（江古田 1-3） 

水道タンク、野方給水塔ともいう。総貯水量 3500
トン。「近代水道の父」と呼ばれた中島鋭治博士の設計
で、荒玉水道の貯水タンクとして造られる。 
昭和 7 年東京市水道に編入され、昭和 44 年まで使用
されていた。現在、タンクは防災用に使用されている。 

 

⓭区画整理記念碑（松が丘 2-36） 
昭和 8年、沼袋・江古田一帯の区画整理が計画され、

土地区画整理組合が設立された。13年の年月をかけて
区画の整理、河川の整理、公園の設置等が行われた。 
ここには、江古田地区の耕地整理記念碑と熊沢宗一氏の
歌碑がある。 
 

⓮江古田原沼袋古戦場の碑（松が丘 2-35） 

江古田公園内にある記念碑。文明 9 年(1477 年)、
太田道灌と武蔵の武士、豊島泰明・泰経の軍はこの付近
の広い範囲で戦い、泰明以下 150人が戦死した。 
記念碑の裏面に、戦いの概要が記入されている。 
 

⓯哲学堂公園（松が丘 1-34） 

東洋大学の創設者・井上円了博士(1858～1919年)
により、明治 36年開設された。以後講演の浄財を投じ
て、小公園博物館の構想の下に、青年の精神的修養場、
社会道場として造られてきた。氏の遺言により、土地、
建物、庭園、図書を昭和 19年に都へ寄贈。その後中野
区へ移管された。園内には、四聖堂、 
宇宙館等の建造物、桜、梅、桃等や 
多くの自然木、野球場、庭球場、弓 
道場等がある。 
 

⓰片山鎮守北野神社（松が丘 2-27） 

起源は、慶長 12年(1607年)に片山村の人が菅原道
真公を崇拝し奉祀したと言われている。境内には宇迦之
御霊（うがのみたま）を祀った稲荷社と市杵島姫命（い
ちきしまひめのみこと）を祀った市杵島神社がある。 

 

⓱片山橋（松が丘 1-25･28、松が丘 2-11･12） 
昭和 6 年、荒玉水道が砧より板橋に通じる水道本管

の埋設工事を行ったとき、片山の半島部分を掘り進み、
二つに割った。この時に鉄筋コンクリート橋が造られ
た。昭和 34年、片山橋は現在の半鉄骨コンクリートに
架け替えられた。 
 
➏スカイツリーの見える片山橋 
 

⓲子育地蔵（松が丘 1-29-22） 
元禄 14 年(1701 年)より参拝されて

拝まれて  きた地蔵である。明治初年に名主よりこの 
鼓ヶ原に移されたという。 
昭和 20年 5月の戦災で壊滅したので、 
昭和 25年 1月に再建立された。 

参照：1999 年江古田地域センター発行「えごたの見どころ地図」、中野区 HP 

マップは 1 ページご覧ください。 
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江
古
田
原
沼
袋
合
戦
記 

  

江
古
田
公
園
内
に
あ
る
開
都
五

百
年
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
、
石

碑
「
史
蹟
江
古
田
原
沼
袋
古
戦
場
」

の
合
戦
の
概
要
は
「
鎌
倉
大
草
紙
」

「
太
田
道
灌
状
」
及
び
「
豊
島
氏
の

研
究
」
な
ど
に
よ
る
と
、
時
は
五
百

余
年
前
の
文
明
九
年
（
一
四
七
七
年
）

に
、
太
田
道
灌
と
、
南
武
蔵
を
支
配

し
て
い
た
豊
島
一
族
と
の
間
で
、
当

地
周
辺
の
台
地
で
存
亡
を
か
け
て

の
激
烈
な
る
合
戦
が
行
わ
れ
た
こ

と
と
記
し
て
あ
る
。 

 

史
実
に
よ
る
と
文
明
九
年
四
月

十
三
日
、
上
杉
定
正
の
臣
、
江
戸
城

主
太
田
道
灌
は
、
関
東
管
領
上
杉
顕

定
及
び
定
正
を
襲
っ
て
敗
走
せ
し

め
た
長
尾
景
春
の
党
、
豊
島
泰
明
を 

          

平
塚
城
（
北
区
上
中
里
）
に
攻
撃
し
、

城
外
に
放
火
し
て
引
上
げ
た
。 

 

こ
の
報
に
接
し
た
兄
豊
島
泰
経

が
石
神
井
城
（
練
馬
石
神
井
公
園
）、

練
馬
城
（
同
区
豊
島
園
）
の
兵
を
率

い
て
い
て
反
撃
し
て
き
た
の
で
、
道

灌
は
三
浦
義
同
、
上
杉
朝
昌
、
千
葉

自
胤
等
（
総
勢
二
千
と
も
言
わ
れ
て

い
る
）
、
と
共
に
急
遽
馬
を
返
し
て

江
古
田
原
沼
袋
の
地
に
馳
せ
向
い
、

周
辺
台
地
に
於
い
て
一
大
遭
遇
戦

と
な
っ
た
。 

 

激
戦
の
末
豊
島
軍
勢
の
敗
北
と

な
り
、
平
塚
城
主
豊
島
泰
明
以
下
、

板
橋
、
赤
塚
等
の
一
族
を
は
じ
め
、

一
五
〇
人
の
戦
死
者
を
出
す
に
至

っ
た
。
泰
経
は
辛
う
じ
て
血
路
を
開

き
、
石
神
井
城
に
引
き
上
げ
た
。 

 

道
灌
は
こ
れ
を
追
っ
て
、
城
の
南

方
石
神
井
川
を
へ
だ
て
て
、
愛
宕
山

に
て
陣
を
布
き
包
囲
攻
撃
を
し
た
。 

 

攻
防
戦
数
日
つ
い
に
十
八
日
に

は
泰
経
は
降
参
し
て
、
城
の
要
害
を

破
壊
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
和

議
が
成
立
し
た
。
し
か
し
道
灌
は
囲

を
解
か
ず
城
中
の
形
勢
を
う
か
が

っ
て
い
た
が
、
そ
の
条
件
が
実
行
さ

れ
な
い
の
を
見
て
、
二
十
八
日
再
び

城
を
攻
め
落
城
さ
せ
た
。
練
馬
城
も

こ
れ
と
前
後
し
て
落
城
し
た
。 

戦
法
は
道
灌
が
発
案
し
た
独
得

の
初
の
「
足
軽
軍
法
」
で
大
勝
し
た

と
の
こ
と
。 

平
安
朝
以
来
数
百
年
の
間
、
南
武

蔵
の
豊
島
、
足
立
、
新
座
、
多
東
の

四
郡
に
わ
た
っ
て
栄
え
た
豊
島
一

族
は
、
滅
亡
の
悲
運
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
戦
死
者
の
「
豊
島
塚
」
と
呼

ば
れ
る
古
墳
群
が
、
江
古
田
地
域
を

東
西
に
わ
た
っ
て
七
ケ
所
位
に
点

在
し
て
い
る
。 

 

江
古
田
史
談
会 

山
崎
清
司 

江
古
田
地
域
ニ
ュ
ー
ス 

昭
和
56
年
２
月
号
か
ら 

     

 
 

             

■
こ
ど
も
防
災  

【
日
時
】
12
月
６
日
（
日
） 

午
後
１
時
半
～
３
時
半 

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ

ー 

１
階
ロ
ビ
ー
、
レ
ク
ホ
ー
ル 

【
内
容
】
防
災
体
験
、
新
聞
紙
で
ス 

リ
ッ
パ
作
り
、
ク
イ
ズ
、
防
災
倉
庫 

の
備
品
展
示
等
。
参
加
者
に
は
、
記 

念
バ
ッ
チ
や
防
災
食
、
防
災
グ
ッ
ズ 

を
配
布
（
数
量
限
定
） 

 

 

■
ボ
ッ
チ
ャ
教
室  

【
日
時
】
12
月
12
日
（
土
）
午
後
２

時
～
４
時 

毎
月
第
２
土
曜
日 

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ

ー 

１
階
レ
ク
ホ
ー
ル 

【
定
員
】
25
名 

事
前
申
込
先
着
順 

※
詳
細
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
等

で
告
知
し
ま
す
。 

【
主
催･

申
込
み･

問
合
せ
】
江
古
田

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

 

☎
（
３
９
５
４
）
６
９
６
３ 

  

【
日
時
】
12
月
10
日
（
木
） 

 
 

 
 

午
前
10
時
～
11
時
半 

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ

ー 

２
階
洋
室 

【
講
師
】
哲
学
堂
石
井
内
科
医
院 

院
長 

石
井
太
郎
先
生 

【
内
容
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と 

こ
の
冬
の
過
ご
し
方 

【
定
員
】
30
名 

事
前
申
込
先
着
順 

【
主
催
】
江
古
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク 

【
共
催･

申
込
み･

問
合
せ
】
江
古
田

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会 

 

☎
（
３
９
５
４
）
６
９
６
３ 

  

【
会
議
】（
開
催
済
み
） 

役
員
会
、
町
会
長
会
議 

１０
月
９
日
、
１１
月
１３
日 

広
報
部
会 

１０
月
２２
日
、
１１
月
１９
日 

地
域
事
業
部
会 

１０
月
１５
日
、
１１
月
１９
日 

（
通
年
事
業
）
健
康
体
操
、
シ
ニ
ア

ヨ
ガ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

体
操
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
童
謡
講
習
会 

   

新
江
古
田
今
昔
（
三
十
回
） 

史蹟江古田原沼袋古戦場碑 
令和２年６月撮影 

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

運
営
委
員
会 

運
営
委
員
会
だ
よ
り 

４
ペ
ー
ジ 

ク
イ
ズ
の
答
え 

江
古
田 

 

■
資
源
・
ご
み
収
集
休
業
期
間 

燃
や
す
ご
み 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装 

陶
器
・
ガ
ラ
ス
・
金
属
ご
み 

12
月
31
日
（
木
）
～
１
月
３
日
（
日
） 

 

年
末
年
始
は
ご
み
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
収
集
時
間
が
普
段
と
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
※
必
ず
朝
８
時
ま

で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
清
掃
事
務
所 

☎
（
３
３
８
７
）
５
３
５
３ 

 

び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

12
月
31
日
（
木
）
～
１
月
３
日
（
日
） 

【
問
合
せ
】
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課 

 

☎
（
３
２
２
８
）
５
５
５
５ 

■
施
設
休
業
期
間 

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
地

域
事
務
所
お
よ
び
管
内
の
施
設
（
み

ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家
、
江
古
田
図

書
館
、
松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ
）
は

以
下
の
期
間
休
業
と
な
り
ま
す
。
詳

細
は
各
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。 

令
和
２
年
12
月
29
日
（
火
）
～ 

令
和
３
年
1
月
３
日
（
日
） 

も

よ

お

し

案

内 

健

康

講

座 

ごみのん 
中野区減量キャラクター 

 
年
末
年
始

の
お
知
ら
せ 

 
  
 



(4) 

 

 

編

集

後

記

 

 
 今

号
の
「
新
江
古
田
今
昔
」
は
江

古
田
公
園
の
一
画
に
建
て
ら
れ
て

い
る
「
史
蹟
江
古
田
原
沼
袋
古
戦

場
」
碑
（
２
面
⓮
）
に
ま
つ
わ
る
話

で
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
下
さ
い
。 

今
年
の
五
月
、
近
く
に
住
ん
で
い

る
佐
藤
さ
ん
が
、
こ
の
碑
に
近
づ
け

な
い
ほ
ど
に
生
え
た
雑
草
を
綺
麗

に
取
り
除
き
、
そ
ば
の
「
整
地
碑
」

の
周
辺
も
同
じ
よ
う
に
綺
麗
に
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
そ
ば

ま
で
近
寄
れ
る
よ
う
に
な
り
、
刻
ま

れ
て
い
る
内
容
も
読
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

佐
藤
正
義
さ
ん 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

〔
八
木
沢 

記
〕 

   ■
み
ず
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム 

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家
で
は
、

仲
間
と
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
む

お
手
伝
い
を
す
る
た
め
に
、
子
育
て

仲
間
づ
く
り
支
援
事
業
「
み
ず
ち
ゃ

ん
タ
イ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

体
操
、
親
子
遊
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
季
節
の
行
事
な
ど
で
楽
し
み

な
が
ら
、
子
育
て
の
情
報
交
換
を
し

た
り
、
親
子
で
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ

た
り
で
き
ま
す
。
い
つ
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。 

【
開
催
日
】
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

午
前
１１
時
～
１１
時
半
（
祝
祭
日
を

除
く
）
今
期
１２
月
１１
日
（
金
）
ま
で 

次
期
は
、
１
月
１２
日
（
火
）
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
。 

 

■
ミ
ニ
ミ
ニ
体
操
タ
イ
ム 

【
開
催
日
】
１２
月
１５
日
（
火
）
～
２５

日
（
金
）
、
１
月
５
日
（
火
）
～
８
日

（
金
）
午
前
１１
時
～
１１
時
１５
分 

 

※
詳
し
く
は
、
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ

い
の
家
の
お
た
よ
り
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

【
問
合
せ
】
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の

家
（
中
野
区
江
古
田
１-

９-

24
） 

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５ 

  ■
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室 

【
内
容
】
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ 

【
日
時
】
１２
月
９
日
（
水
）
９
時 

～
１０
時
半 

毎
月
第
２
水
曜
日 

【
場
所
】
哲
学
堂
公
園 

哲
学
堂
野
球
場 

【
定
員
】
20
名 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
／
回 

ポ
ー
ル
持
参
の
方
は
９００
円 

 

■
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
き
矢

体
験
教
室 

【
内
容
】
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー

ツ
「
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
」
の
教
室 

【
日
時
】
１２
月
２６
日
（
土
）
９
時 

～
１１
時
半 

毎
月
第
４
土
曜
日 

【
場
所
】
弓
道
場 

【
定
員
】
20
名 

【
対
象
者
】
小
学
生
以
上
の
方 

【
参
加
費
】
１
５
０
０
円
（
２
回

目
以
降
１
２
０
０
円
） 

※
小
・
中
学
生
７
０
０
円 

 

■
古
建
築
物
月
例
公
開 

【
内
容
】
普
段
は
非
公
開
の
古
建

築
物
群
の
内
部
を
公
開
。 

※
六
賢
台
、
髑
髏
庵
（
鬼
神
窟
・

霊
明
閣
）
は
建
物
外
か
ら
の
観
覧 

【
日
時
】
１２
月
６
日
（
日
） 

午
前
１０
時
～
午
後
３
時 

毎
月
第
１
日
曜
日 

【
場
所
】
時
空
岡 

【
定
員
】
な
し
（
当
日
直
接
会
場
） 

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も 

【
参
加
費
】
無
料 

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
哲
学
堂
公
園
事
務
所

（
松
が
丘
１-

34-

28
） 

☎
（
３
９
５
１
）
２
５
１
５ 

                 

２
月
利
用
分 

１２
月
２１
日
（
月
） 

３
月
利
用
分 

１
月
１８
日
（
月
） 

地
元
団
体 

９
時
か
ら 

一
般
団
体 

10
時
30
分
か
ら 

【
問
合
せ
】
江
古
田
区
民
活
動
セ

ン
タ
ー
☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１ 

  

６０
歳
以
上
の
区
民
の
方 

 
 

各
会
場
先
着
14
人
ま
で 

①
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

１２
月
２２
日
、
１
月
２６
日 

毎
月
第
４
火
曜
日 

☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１ 

②
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

１２
月
１８
日
、
１
月
１５
日 

毎
月
第
３
金
曜
日 

☎(

３
９
５
４)

６
７
５
５ 

③
松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ 

改
修
工
事
の
為
、
お
休
み 

参
加
費 

９
０
０
円 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
為
、
体
調
や
体
温
（
37

度
以
下
）
の
確
認
を
行
い
ま
す
。 

マ
ス
ク
着
用
、
タ
オ
ル
（
ま
た

は
て
ぬ
ぐ
い
）
２
本
と
バ
ス
タ
オ 

ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
事
前
予
約
受
付
無
し
、
予
約
受

付
は
、
①
②
当
日
９
時
か
ら
会
場

へ
、
電
話
の
み
受
付
。 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分 

  

何
と
読
み
ま
す
か
？ 

 

    

 

ヒントは、漢字３文字 

 

２
月
号
は
１
月
２５
日
発
行
予
定 

も

よ

お

し

案

内 
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家 

哲

学

堂

公

園 

マ

ッ

サ

ー

ジ 

頭
の
体
操 

★
答
え
３
ペ
ー
ジ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予

防
の
為
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
が
中

止
や
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

開
催
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
Ｈ
Ｐ
や
各
催
し
物
の
担
当
へ
電
話
で

確
認
く
だ
さ
い
。 

集

会

室

の

抽

選 

 

 
子ども達がゆったり、のんびりと過ごす場所です。 

日時：１２月８日（火）・２２日（火）15:30～18:30  

毎月第２・４火曜日 

場所：江古田区民活動センター２階 調理室・洋室 

対象者：小・中学生 

参加費：５０円（おやつと飲み物） 

       おにぎりもあります！  
【問合せ】GOHANの会 二羽 

☏０９０(４６０１)８３７５ 

えごたのこどもカフェ 

「
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」 

と
い
う
電
話
は
詐
欺
で
す
。 

す
ぐ
に
警
察
に
相
談
を
！ 

野
方
警
察
署 

☎(

３
３
８
６)

０
１
１
０ 

 

子

ど

も

食

堂 


